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□

ヘンドリック・ヤンセン

『木版画・銅版画の起源ならびに１５・６世紀
　の版画についての知識に関する試論』（１８０８）

図版１２より
８―１１

　図版１３より
５２―５４

　図版１５より
１４７―１５０、１６４



おりた　 ひろはる

（折田　洋晴）

ヘンドリック・ヤンセン
『木版画・銅版画の起源ならびに１５・６世紀
　　の版画についての知識に関する試論』（１８０８）

アウグスブルクの印刷者G.ツァイナー（d.１４７８）の印刷した本から見付

けた模様である。本書には２８７種の透かし模様が8枚の図版に収録されて

いるが、いずれも先行文献からの転載で、他に C. G. Schwarz（１６７５―

１７５１），C. G. von Murr（１７３３―１８１１）の著作から採っている。

　本書の著者ヘンドリック・ヤンセン（１７４１―１８１２）はハーグ生まれだが、

２９歳でパリに出、同地で活躍した。蘭・独・英語などに堪能で、翻訳（仏

訳）を数多く行った。例えば、O. Z. van Haren: Van Japan（１７７５）の

仏訳  Recherches historiques sur l' etat de la religion chretienne au 

Japon  を1778年に出している。印刷史にも関心があり、印刷術の発明

者をめぐる論争に一石を投じたG. Meerman: Origines typographicae

（１７６５）の仏訳も１８０９年に出版した。タレイランの司書も務め、本書に

はタレイランへの献辞がある。

　ヤンセンが本書で情報源とした著者のうちG.フィッシャーは本職は

博物学者だが印刷史にも興味を持ち、グーテンベルクが印刷したと思わ

れる一枚物も発見している。G.サルディーニの Esame sui principi del-

la Francese ed Italiana tipografia（１７９６―９８）はニコラ・ジャンソン

の伝記や活字、紙の透かし模様等を研究した大著である。サンタンデル

は愛書家で特にインキュナブラを研究し Dictionnaire bibliographi-

ques …（１８０５―０７）では１,４２２点のインキュナブラを解題している。

Jansen, Hendrik（１７４１―１８１２）　　

Essai sur l'origine de la gravure

en bois et en taille-douce, et sur

la connoissance des estampes des 

XVe et XVIe siecles.　　Paris:

F. Schoell, １８０８.2 v.　　　　　

　　　　　＜請求記号　KC３７６―１８＞

′′

　Essai sur l'origine de la gravure

en bois et en taille-douce, et sur la

connoissance  des  estampes  des 

XVe et XVIe siecles.　Paris:　F. 

Schoell, １８０８.  2 v.

｀

　製紙法は中国で発明され、アラビア経由でヨー

ロッパに伝わった。洋紙の特徴に透かし模様（英

語でwatermark,仏語で filigrane）があり１３世紀

末の紙に既に入れられている。この模様を研究し

た人物としてC.ブリッケ（１８３９―１９１８）が有名だが、

彼より前に何人かの先駆者がいた。前頁図中８―

１１はG. Fischer（１７７１―１８５３）が１３０１―１０年に使わ

れた紙に見付けた模様である。また５２―５４はG. 

Sardiniがヴェネツィアの印刷者N.ジャンソン（１４２０

―８０）の印刷した本から見付けた模様である。１４７,

１４９,１５０は La Serna Santander（１７５２―１８１３）が

１１



は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
当
館
の
果
た
す
べ
き
使
命
・
役
割
お
よ
び
将
来
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
示
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

(

本
誌
五
二
〇
号
参
照)

を
平
成
一
五
年
度
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た
内
容
の
実
現
を
目
指

し
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
評
価
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

当
館
の
評
価
制
度
は
、
国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
平
成
一
三
年
一
月
か
ら
政
策
評
価
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
す
。
我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
立
法

府
に
属
す
る
当
館
に
お
い
て
も
、
業
務
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
ま
た
、
国
の
機
関
と

し
て
国
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

館
の
活
動
目
的
は
、
行
政
機
関
の
活
動
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
頂
点
と
し
た
独
自
の
体
系
を
構
築
し
、｢

活
動
評
価｣

と
名
付
け
ま
し
た
。

活
動
評
価
の
体
系
と
サ
イ
ク
ル
は
二
ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
で
す
。

活
動
評
価
に
お
い
て
は
、
組
織
全
体
と
し
て
の
目
標

(

ビ
ジ
ョ
ン
、
重
点
目
標
、
サ
ー

ビ
ス
基
準)
と
、
具
体
的
な
個
々
の
業
務
に
関
す
る
目
標

(

部
局
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標)

の
二
階
層
で
目
標
の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組
織
全
体
に
関
す
る
目
標
は
、
そ

の
目
標
お
よ
び
評
価
を
公
表
し
、
具
体
的
な
個
々
の
業
務
に
関
す
る
目
標
に
つ
い
て
は
、

執
務
参
考
資
料
と
し
て
そ
の
評
価
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
重
点
目
標
の
評
価
に
生
か
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
平
成
一
七
年
度
重
点
目
標
お
よ
び
平
成
一
六
年
度
重
点
目
標
の
評
価
、
な

ら
び
に
平
成
一
七
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準
お
よ
び
平
成
一
六
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準
の
評
価
を

紹
介
し
ま
す
。
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図 国立国会図書館評価制度 (活動評価) の体系 (イメージ図)
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一

重
点
目
標

当
館
で
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

で
示
し

た
四
つ
の
重
点
領
域

(

網
掛
け
部
分)

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
重
点
領
域
ご
と
に
一
〜
三
年
で
実
現
す

べ
き
重
点
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

(

１)

平
成
一
七
年
度
重
点
目
標

【
立
法
補
佐
機
能
の
強
化
】
―
国
会
の
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
た

め
、
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る
。
ま
た
、
内
外
の
情
報

資
源
を
駆
使
し
、
的
確
な
情
報
を
一
層
効
果
的
に
提
供
す
る
。

当
館
の
立
法
補
佐
機
能
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
、
調
査
・
情
報

サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
国
会
か
ら
の
求
め

に
、
正
確
、
迅
速
か
つ
的
確
に
応
え
る
た
め
、
当
館
は
依
頼
調
査
・

予
測
調
査
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
電
子
情
報
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

∧
重
点
目
標
∨

○

国
政
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
、
特
に
憲
法
関
連
の
課
題
へ
の

対
応
を
強
化
す
る
。

○

特
定
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
分
析
す
る

｢

総
合
調
査｣

を
積
極

的
に
推
進
す
る
。

○

国
会
に
対
す
る
電
子
的
な
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

【
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
】
―
国
民
共
有
の
情
報
資
源

と
し
て
、
電
子
情
報
を
蓄
積
・
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ
を
構
築
す
る
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
電
子
情
報
が
流
通･

利
用
さ
れ
て
い
る

現
在
、
電
子
情
報
に
対
し
て
も
従
来
の
出
版
物
に
対
し
て
果
た
し
て

き
た
の
と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
当
館
は
平
成
一
五
年
度
に

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
○
○
四｣

を
策
定
し

ま
し
た

(

本
誌
五
一
九
号

(

二
○
○
四
年
六
月)

参
照)

。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
当
館
は
、
所
蔵
資
料
の
電
子
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
集
、
蓄
積
、
保
存
し
、

幅
広
く
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

∧
重
点
目
標
∨

○

日
本
国
内
で
発
信
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て

収
集
・
保
存
・
提
供
の
基
準
を
設
け
、
平
成
一
八
年
か
ら
制

度
的
収
集
を
開
始
す
る
。

○

ｅ-

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
重
点
計
画
に
対
応
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
成
・
提
供
す
る
機
関
と
広
く
協
力
・
連
携
し
、

我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
全
体
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
サ

イ
ト
と
し
て
、
総
合
的
な
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
。

○
｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

明
治
期
刊
行
図
書
の
大
部
分
の
電
子
化
を
平
成
一
七
年
度
中

に
完
了
し
、
提
供
を
行
う
。
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【
情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
】
―
情
報
資
源
へ
の
自
由
で

平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
、
利
用
機
会
の
拡
充
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
る
。

当
館
は
、
内
外
の
広
範
な
情
報
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
遠
隔

利
用
サ
ー
ビ
ス
と
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
二
本
の
柱
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
料
の
収
集
・
整
理
・
提
供
・
保
存
お
よ
び

検
索
ツ
ー
ル
の
整
備
と
い
う
基
本
機
能
の
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
情
報
資
源
の
利
用

機
会
を
広
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
館
の
豊
富
な
資
料
を
い
か
し
、
情
報

に
付
加
価
値
を
付
け
た
発
信
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

∧
重
点
目
標
∨

○

当
館
施
設
内
に
お
け
る
電
子
情
報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
行
う
。

○

電
子
情
報
環
境
に
対
応
し
た
科
学
技
術
情
報
の
整
備
を
図
る
。

○

当
館
の
利
用
が
よ
り
便
利
に
な
る
登
録
利
用
者
制
度
の
周
知

に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
拡
充
す
る
。

○

書
誌
情
報
お
よ
び
所
在
情
報
の
提
供
を
拡
大
す
る
。

○

当
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
テ
ー
マ
に
即
し
、
広
く
公

開
す
る
企
画
展
示
会
お
よ
び
電
子
展
示
会
を
積
極
的
に
実
施

す
る
。

○

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
所
蔵
す
る
占

領
期
日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

の
う
ち
児
童
書
に
つ
い
て
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
複
製
に
よ
る
収
集
と
利
用
提
供
を
実

施
す
る
。

○

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
お
よ
び
本
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童
書
専
門
図
書

館
と
し
て
新
た
な
展
開
を
図
る
。

【
協
力
事
業
の
推
進
】
―
内
外
の
図
書
館
及
び
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
て
、
情
報
資
源
の
共
有
化
と
流
通
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
図
書
館
人
の
育
成
の
た
め
に
協
力
し
、
図
書
館
・
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

図
書
館
を
取
り
ま
く
環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
中
、
当
館
は
、
各

種
協
力
事
業
を
実
施
し
、
ま
た
図
書
館
情
報
学
に
係
る
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
図
書
館
情
報
資
源
の
連
携
を
強
化
し
、

国
内
外
の
図
書
館
人
の
知
識
・
技
術
取
得
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

∧
重
点
目
標
∨

○

国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

と
の
連
携
お
よ
び
ア
ジ
ア

の
図
書
館
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
、
国
際
的
な
図
書
館
連

携
を
強
化
す
る
。

○

国
内
の
図
書
館
職
員
を
対
象
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
を
用
い
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た
遠
隔
研
修
事
業
を
平
成
一
七
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

○

国
内
外
の
図
書
館
と
協
力
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
事
例
の
収
集
・
蓄
積
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

平
成
一
七
年
度
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
そ
れ
ら
を
公
開
す

る
。

(

２)

平
成
一
六
年
度
重
点
目
標
の
評
価

評
価
制
度
の
導
入
初
年
度
で
あ
る
平
成
一
六
年
度
は
、｢

ビ
ジ
ョ

ン
二
〇
〇
四｣

の
重
点
領
域
と
関
連
す
る
一
四
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
評
価

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
立
法
補
佐
機
能
の
強
化
】

○

特
定
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
分
析
す
る

｢

総
合
調
査｣

を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

総
合
調
査
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
長
期
的
、
主

題
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
毎
年
特
定
の
テ
ー
マ
を
決
め
、

複
数
の
調
査
室
課
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
五
〜
一
六
年
度
の
テ
ー
マ
は

｢

少
子
高
齢
化
と
そ
の

対
策｣

で
あ
り
、
平
成
一
七
年
二
月
に
総
合
調
査
報
告
書
を
と

り
ま
と
め
、
刊
行
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
我
が
国
の
少
子
化
・

高
齢
化
が
経
済
・
社
会
の
各
部
門
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
多
角

的
に
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
欧
米
主
要
国
の
少
子
化
・
高
齢
化
の

現
状
・
取
組
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。

平
成
一
六
〜
一
七
年
度
の
総
合
調
査
の
テ
ー
マ
は

｢

地
方
再

生
‐
分
権
と
規
制
改
革
の
視
点
か
ら｣

で
、
鋭
意
、
文
献
調
査
、

現
地
調
査
等
を
進
め
て
い
る
。

○

国
政
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
、
特
に
憲
法
関
連
の
調
査
体
制
を

強
化
す
る
。

当
館
で
は
、
各
国
会
ご
と
に
、
そ
の
国
会
の
重
要
課
題
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
事
前
に
調
査
し
、
準

備
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
常
会
の
冒
頭
に
は
、
国
会
議
員
の

審
議
の
便
に
供
す
る
た
め
、｢

国
政
課
題
の
概
要｣

を
と
り
ま

と
め
て
い
る
。
平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
も
、
平
成
一
七
年
一

月
に
、｢

国
政
課
題
の
概
要
‐
第
一
六
二
回
国
会｣

(『

調
査
と

情
報
‐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｆ』)

を
刊
行
し
た
。
こ
れ
に

加
え
、
科
学
技
術
関
係
の
国
会
審
議
に
供
す
る
た
め
、
平
成

一
六
年
一
一
月
に

｢

科
学
技
術
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
二
〇
〇
四｣

(『

調
査
と
情
報
‐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｆ』)

を
刊
行
し
た
。

平
成
一
二
年
の
衆
議
院
・
参
議
院
の
憲
法
調
査
会
設
置
に
対

応
す
る
た
め
、
同
年
一
月
に
憲
法
調
査
特
別
室
を
編
成
し
、
さ

ら
に
平
成
一
三
年
四
月
に
は
そ
れ
を
改
組
し
て
政
治
議
会
課
憲

法
室
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
憲
法
室
を
中
心
に
憲
法
に
関
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す
る
調
査
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
平
成
一
六
年
度
は
、
憲

法
に
関
す
る
主
要
な
論
議
を
論
点
ご
と
に
整
理
し
た
モ
ノ
グ
ラ

フ
｢

シ
リ
ー
ズ
憲
法
の
論
点｣

を
八
点
刊
行
し
た
。
ま
た
、
依

頼
調
査
は
、
憲
法
改
正
問
題
な
ど
憲
法
そ
の
も
の
に
関
す
る
も

の
八
八
七
件
に
対
し
回
答
を
行
っ
た
。

こ
の
外
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
の
た
め
の
特
別
調
査
体
制
を
発
足
さ
せ
、
現
地
調
査
を
実
施

し
、
成
果
物
と
し
て

｢
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
と
そ
れ
か
ら

の
復
興｣

(『

調
査
と
情
報
‐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｆ』)

を

刊
行
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の

窓｣

に
お
い
て

｢

現
地
調
査
報
告｣

を
公
開
し
た
。

○

国
会
に
対
す
る
電
子
的
な
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

当
館
で
は
、
平
成
一
〇
年
度
よ
り
国
会
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

｢

調
査
の
窓｣

を
開
設
し
て
い
る
。
平
成
一
六
年
度
は
、
国

会
Ｗ
Ａ
Ｎ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
だ
け
で
な
く
、
国
会
議
員
が

国
会
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
提
供
を
開
始
し
た
。

｢

調
査
の
窓｣

に
お
い
て
予
測
調
査
の
成
果
物
を
掲
載
す
る

｢

立
法
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

に
、
平
成
一
六
年
度
は
、｢

国
政

の
論
点｣

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス｣

等
計
三
一
三
本
の
論
文
を
新
規

に
掲
載
し
た
。
国
会
Ｗ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の

｢

調
査
の
窓｣

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
約
九

万
件

(

約
二
万
件
増)

で
あ
っ
た
。

(

国
会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
日
本

法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、｢

情
報
資
源
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
向
上｣

を
参
照
。)

【
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
】

○

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

明
治
期
刊
行
図
書
の
電
子
化
を
平
成
一
七
年
度
中
に
完
了
し
、

提
供
を
行
う
。

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

は
、
明
治
期
以
降
に
我

が
国
で
刊
行
さ
れ
た
図
書
の
本
文
を
電
子
化
し
、
書
誌
情
報
や

目
次
情
報
か
ら
検
索
し
、
本
文
画
像
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

当
館
で
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
明
治
期
刊
行
図
書
の
著
作
権

調
査
を
開
始
し
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
は
本
文
の
電
子
化
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
著
作
権
の
保
護
期
間

の
満
了
し
た
も
の
、
ま
た
は
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
た
も
の
を

順
次
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
き
た
。

平
成
一
六
年
度
に
は
、
引
き
続
き
著
作
権
処
理
お
よ
び
資
料

電
子
化
を
実
施
し
、
新
た
に
約
三
、
二
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
約

四
、九
〇
〇
冊
の
資
料
を
追
加
し
、
全
部
で
約
三
万
五
、〇
〇
〇

タ
イ
ト
ル
、
約
五
万
五
、〇
〇
〇
冊
の
資
料
の
本
文
の
提
供
を

可
能
と
し
た
。
ア
ク
セ
ス
数
は
一
日
当
た
り
約
七
、〇
〇
〇
件
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
利
用
の
多
い
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
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て
い
る
。

な
お
、
著
作
権
の
保
護
期
間
が
満
了
し
て
お
ら
ず
、
著
作
権

者
が
不
明
の
場
合
、
資
料
の
電
子
化
お
よ
び
提
供
に
あ
た
っ
て

は
、
文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成

一
七
年
二
月
に
文
化
庁
長
官
へ
裁
定
申
請
を
行
っ
た
。
引
き
続

き
、
平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
も
裁
定
申
請
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

○

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
基
本
的
枠
組
み
を
平
成
一
六
年
度

中
に
策
定
す
る
。

当
館
は
、
今
後
の
五
年
程
度
を
目
途
と
し
て
達
成
す
べ
き
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
方
向
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
枠

組
に
つ
い
て
示
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計

画
二
〇
〇
四｣

を
作
成
し
、
平
成
一
六
年
度
に
は
、
そ
の
具
体

化
作
業
を
進
め
た
。｢

中
期
計
画
二
〇
〇
四｣
の
一
つ
の
柱
で

あ
る
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年

一
二
月
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
制
度
に
関
す

る
納
本
制
度
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

の
制
度
的
収
集
に
向
け
た
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成

一
六
〜
一
七
年
度
に
お
け
る
業
務
・
シ
ス
テ
ム
構
築
作
業
計
画

を
策
定
し
、
業
務
設
計
を
進
捗
さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
ポ
ー
タ
ル
機
能
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
・

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
必
要
な
機
能
の
具
体
化
を
行
っ
た
。

【
情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
】

○

平
成
一
六
年
一
〇
月
か
ら
東
京
本
館
の
開
館
日
・
開
館
時
間
の

拡
大
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
う
。

東
京
本
館
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
平
成
一
六

年
一
〇
月
か
ら
祝
日
を
除
く
す
べ
て
の
土
曜
・
月
曜
を
開
館
す

る
こ
と
と
し
、
平
日
は
開
館
時
間
を
二
時
間
延
長
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
年
間
の
平
均
的
な
開
館
日
数
が
四
〇
日
強
増
加
と
な

り
、
開
館
時
間
数
も
年
間
で
四
三
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、

入
館
か
ら
資
料
の
検
索
・
請
求
・
受
取
り
・
返
却
・
複
写
申
込

み
に
い
た
る
利
用
の
手
続
き
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
新
し
い

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
の
一
回
当
た
り
申
込

制
限
点
数
の
緩
和
や
即
日
複
写
の
一
日
当
た
り
回
数
制
限
の
撤

廃
な
ど
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
施
策
が
、
利
用
者
の
ゆ
と
り
あ
る
資
料
利
用
を

可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
来
館
者
数
は
一
二
％
増
、
図
書
お
よ

び
雑
誌
の
閲
覧
は
一
八
％
増
、
複
写
も
二
二
％
増

(

平
成
一
六

年
一
〇
月
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
を
前
年
同
期
と
対
比)

と
な
っ
た
。

○

施
設
内
に
お
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

す
る
。

当
館
で
は
、
東
京
本
館
の
電
子
資
料
室
お
よ
び
関
西
館
の
総

合
閲
覧
室
に
お
い
て
、
全
分
野
に
わ
た
る
海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
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ル
を
提
供
し
て
い
る
。

利
用
で
き
る
お
も
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
全
分
野
に
わ
た
る

P
ro
Q
u
est
5000

In
tern
a
tio
n
a
l

、
自
然
科
学
、
人
文
科
学
、

社
会
科
学
分
野
のO

C
L
C
E
lectro

n
ic
C
o
llectio

n
s
O
n
lin
e

(

Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｏ)

、
主
に
自
然
科
学
、
医
学
分
野
のS

cien
ce

D
irect

な
ど
が
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

出
版
物
の
う
ち
、
雑
誌
・
統
計
が
見
ら
れ
るS

o
u
rceO

E
C
D

P
erio
d
ica
ls

、S
o
u
rceO

E
C
D
S
ta
tistics

を
新
た
に
導
入

し
、
全
部
で
約
一
万
五
、〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
を
利
用
可
能
と
し

た
。平

成
一
六
年
度
の
東
京
本
館
お
よ
び
関
西
館
に
お
け
る
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
論
文
利
用
数
は
約
五
万
五
、〇
〇
〇
件
で
、
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
枚
数
は
約
一
九
万
六
、〇
〇
〇
枚
で
あ
っ
た
。

○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
複
写
申
込
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
当

館
の
利
用
が
よ
り
便
利
に
な
る
登
録
利
用
者
制
度
の
周
知
に
努

め
る
。

当
館
で
は
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
に
登
録
利
用
者
制
度
を
開
始
し
、
東
京
本
館
お
よ
び
関
西

館
の
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
館
内
利
用
カ
ー
ド
発
行

の
簡
略
化
、
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
可
能

と
し
、
ま
た
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・

申
込
シ
ス
テ
ム)

を
通
じ
た
複
写
の
申
込
み
を
可
能
と
し
た
。

平
成
一
六
年
度
に
は
、
東
京
本
館
に
お
い
て
本
格
的
に
登
録

利
用
者
制
度
を
拡
充
し
、
そ
の
周
知
に
努
め
た
結
果
、
平
成

一
六
年
度
末
現
在
に
お
け
る
個
人
の
登
録
利
用
者
数
は
約
六
万

四
、〇
〇
〇
人
で
、
前
年
度
末
現
在
よ
り
も
二
倍
近
い
伸
び
と

な
っ
た
。
特
に
、
東
京
本
館
新
装
開
館
後
の
平
成
一
六
年
一
〇

〜
一
二
月
で
は
約
一
万
二
、〇
〇
〇
人
の
新
規
登
録
が
あ
り
、

平
成
一
六
年
度
末
時
点
で
東
京
本
館
の
一
日
の
来
館
者
数
に
お

け
る
登
録
利
用
者
の
割
合
は
四
〇
％
を
超
過
し
た
。
ま
た
、
遠

隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
複
写
申
込
み
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年

度
約
二
七
万
件
の
う
ち
、
七
三
％
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
申

込
み
で
あ
っ
た
。

○

国
の
科
学
技
術
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
電
子
情
報
環
境
に
対

応
し
た
科
学
技
術
情
報
を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
。

科
学
技
術
関
係
情
報
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
科
学
技
術
情
報

の
整
備
を
推
進
し
た
。

平
成
一
六
年
度
は
、
科
学
技
術
系
外
国
雑
誌
に
つ
い
て
の
受

入
を
約
四
〇
〇
タ
イ
ト
ル
増
や
し
、
全
部
で
約
三
、五
〇
〇
タ

イ
ト
ル
と
し
た
。
館
内
で
利
用
可
能
な
外
国
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

(
科
学
技
術
分
野
の
タ
イ
ト
ル
を
多
く
含
む)

の
充
実
に
も
取

り
組
み
、
平
成
一
六
年
度
末
現
在
で
約
一
万
五
、〇
〇
〇
タ
イ

ト
ル
を
利
用
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
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供
す
る

｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内｣

に
お
い
て
、
科
学
技
術
関

連
分
野
の
調
べ
方
案
内
二
九
テ
ー
マ
を
新
規
に
作
成
し
た
。
平

成
一
六
年
度
に
お
け
る

｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内｣

の
科
学
技

術
関
連
分
野
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
約
一
五
万
件
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
四
五
回
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
に
お
い

て
、｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学

技
術
情
報
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言｣

が
了
承
さ
れ
た
。

提
言
で
は
、
電
子
化
さ
れ
た
科
学
技
術
情
報
の
我
が
国
に
お
け

る
流
通
・
蓄
積
基
盤
の
再
構
築
、
国
会
へ
の
科
学
技
術
情
報
提

供
の
拡
充
と
社
会
へ
の
情
報
発
信
の
促
進
、
科
学
技
術
情
報
ポ
ー

タ
ル
の
構
築
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
連
携
の
実
現
の
三
つ
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

○

書
誌
情
報
の
提
供
件
数
お
よ
び
種
別
を
拡
大
す
る
。

平
成
一
六
年
度
に
は
大
幅
な
書
誌
情
報
の
提
供
拡
大
を
行
い
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ

ス
テ
ム)

で
利
用
可
能
な
書
誌
情
報
を
前
年
の
一
、〇
三
〇
万

件
か
ら
一
、三
九
四
万
件
と
し
た
。

平
成
一
六
年
五
月
に
は
、
洋
図
書
、
国
際
機
関
資
料
、
ア
メ

リ
カ
政
府
刊
行
物
、
科
研
費
報
告
書
、
テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト

等
の
書
誌
情
報
約
二
五
二
万
件
を
追
加
、
資
料
群
と
し
て
は
、

蘆
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(

約
六
万
八
、〇
〇
〇
件)

、
日
本
占
領
関

係
資
料

(

約
二
六
万
件)

、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

(

約
三
万
二
、〇
〇
〇

件)

を
新
た
に
追
加
し
た

(

日
本
占
領
関
係
資
料
と
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
は
館
内
公
開
の
み)

。

ま
た
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
書
誌
情
報
の
遡

及
計
画
を
引
き
続
き
遂
行
し
、
地
図
、
漢
籍
、
学
習
参
考
書
、

中
国
語
資
料
等
の
約
一
二
万
七
、〇
〇
〇
件
の
デ
ー
タ
を
入
力
・

更
新
し
た
。
国
内
刊
行
雑
誌
等

(

約
一
万
誌)

の
記
事
・
論
文

が
検
索
で
き
る

｢

雑
誌
記
事
索
引｣

に
つ
い
て
は
、
提
供
件
数

拡
大
の
た
め
、
一
九
七
二
〜
七
四
年
の

｢

科
学
技
術
編｣

約

二
〇
万
件
の
遡
及
デ
ー
タ
作
成
を
実
施
し
た

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
の
提
供
は
平
成
一
七
年
度
を
予
定)

。

こ
の
外
、
書
誌
情
報
検
索
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ)

の
改
訂
に
着

手
し
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
に
は
、
シ
ソ
ー
ラ
ス
化

(

件
名
標

目
の
参
照
関
係
の
明
確
化)

を
反
映
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館

件
名
標
目
表
暫
定
版｣

を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

○

国
会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
加
え
、
日
本
法

令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
平
成
一
六
年
度
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
す
る
。

当
館
は
、
一
般
国
民
に
広
く
立
法
関
連
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
提
供
し
て
い
る
。

国
会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
第
一
回
国

会
か
ら
現
在
ま
で
の
会
議
録

(

議
事
部
分)

テ
キ
ス
ト
を
検
索
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し
、
全
文
を
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度

は
新
規
デ
ー
タ
約
五
万
件
を
追
加
し
た

(

累
計
約
二
七
九
万
件)

。

ア
ク
セ
ス
数
は
年
間
約
四
四
万
件
、
当
館
が
提
供
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
中
で
利
用
の
多
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
一
六
年
六
月
に
は
、
明
治
一
九
年
公
文
式
施
行

以
後
の
法
令
索
引

(

現
行
法
令
・
廃
止
法
令
・
制
定
法
令)

が

検
索
で
き
る
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
を
開
始
し
た
。
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
は
、
第
一
回
国
会

(

昭
和
二
二
年)

以
後
の
法
案
索

引

(

法
律
案
・
条
約
承
認
案
件)

に
つ
い
て
も
検
索
で
き
る
。

平
成
一
六
年
度
末
現
在
の
デ
ー
タ
数
は
、
法
令
索
引
が
現
行
法

令
約
九
、五
〇
〇
件
、
廃
止
法
令
約
一
万
五
、〇
〇
〇
件
、
制
定

法
令
約
八
万
五
、〇
〇
〇
件
で
、
法
案
索
引
は
、
法
案
約
一
万

四
、〇
〇
〇
件
、
会
議
録
索
引
情
報
約
一
万
三
、〇
〇
〇
件
。
ア

ク
セ
ス
数
は
公
開
後
平
成
一
六
年
度
末
ま
で
で
約
七
万
件

(

一

日
平
均
約
二
〇
〇
件)

で
あ
っ
た
。

【
協
力
事
業
の
推
進
】

○

国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

と
の
連
携
お
よ
び
ア
ジ
ア
の

図
書
館
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
、
国
際
的
な
図
書
館
連
携
を

強
化
す
る
。

当
館
は
、
各
国
の
図
書
館
と
の
協
力
・
連
携
を
行
う
た
め
、

国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

、
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

等
に
加
盟
し
て
い
る
。
平
成
一
六
年
八
月
に
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
・
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
、
そ

の
他
の
国
際
会
議
・
交
流
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
延
べ
三
一

人
の
職
員
を
派
遣
し
た
。

ア
ジ
ア
の
図
書
館
と
の
交
流
強
化
と
し
て
は
、
中
国
国
家
図

書
館
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
お
よ
び
韓
国
国
会
図
書
館
と
の

業
務
交
流
を
継
続
し
て
実
施
し
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
当
館
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
資
料
保
存
コ
ア
活
動

(

Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ)

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
資
料
保
存

に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
、
教
育
・
広
報
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
平
成
一
六
年
度
は
、
ア
ジ
ア
の
国
立
図
書
館
等

へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
職
員
を
受

託
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
研
修
を
実
施
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
当
館
は
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図

書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｏ)

の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

『C
D

N
L
A
O
N
ew
sletter

』

の
編
集
を
担
当
し
て
お
り
、
平
成

一
六
年
度
は
五
〇
号
か
ら
五
二
号
ま
で
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
刊
行
し
た
。

○

当
館
お
よ
び
都
道
府
県
立
・
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
が
所
蔵

す
る
和
図
書
の
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
平
成
一
六
年
度
中

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
。

国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
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都
道
府
県
立
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
和

図
書
の
書
誌
デ
ー
タ
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
相
互
貸
借

支
援
機
能
を
も
つ
。
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
て
い
る
全
参
加
図

書
館
の
同
意
を
得
て
、
平
成
一
六
年
一
二
月
か
ら
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
シ
ス
テ
ム
の
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
平
成
一
六
年

度
末
現
在
で
、
デ
ー
タ
提
供
館
五
一
館
に
つ
い
て
、
基
本
書
誌

デ
ー
タ
約
七
九
〇
万
件
・
総
書
誌
デ
ー
タ
約
二
、八
八
〇
万
件

を
収
録
し
て
お
り
、
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
参
加
図
書
館

数
は
約
九
〇
〇
館
と
な
っ
た
。
公
開
後
平
成
一
六
年
度
末
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
数
は
約
六
〇
〇
万
件

(

一
日
当
た
り
約
五
万

二
、〇
〇
〇
件)

で
あ
っ
た
。

○

主
と
し
て
国
内
の
図
書
館
職
員
を
対
象
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術

を
用
い
た
遠
隔
研
修
事
業
の
準
備
に
着
手
し
、
平
成
一
七
年
度

中
に
実
施
す
る
。

当
館
は
、
全
国
の
図
書
館
職
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
遠
隔
地
か
ら
研
修
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、

平
成
一
五
年
度
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
を
用
い
た
遠
隔
研
修
事
業
の

開
発
に
着
手
し
た
。
平
成
一
六
年
度
は
、
教
材
の
テ
ー
マ
を

｢

資
料
保
存｣

と
し
、
教
材
内
容
の
作
成
お
よ
び
遠
隔
研
修
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
た
。
運
用
開
始
は
平
成
一
七
年
度
を
予

定
し
て
い
る
。

二

サ
ー
ビ
ス
基
準

当
館
で
は
、
当
館
が
提
供
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
明
確

に
す
る
た
め
、
具
体
的
な
数
値
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

(

１)

平
成
一
七
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準

平
成
一
七
年
度
は
、
一
八
基
準
三
〇
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
一
三
〜
一
二
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

(

２)

平
成
一
六
年
度
サ
ー
ビ
ス
基
準
の
評
価

評
価
制
度
の
導
入
初
年
度
で
あ
る
平
成
一
六
年
度
は
、
一
八
基
準

三
四
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し

ま
し
た
。
三
四
項
目
中
三
一
項
目
に
つ
い
て
基
準
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
個
々
の
基
準
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
七
〜
一
四
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ

ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

の
ほ
か
、
本
稿
で
紹
介
し
た
平
成
一
七
年
度
重
点
目
標

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
基
準
な
ら
び
に
平
成
一
六
年
度
の
評
価
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。(h

ttp
:/
/
w
w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/
jp
/
a
b
o
u
tu
s/
visio

n
.h
tm
l)

(

総
務
部
企
画
課)
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平成17年度重点目標・サービス基準と平成16年度評価について

国

＜東京本館館内利用サービス＞

○電子資料室で利用可能な電子ジャーナルのタイトル数

全分野にわたる海外電子ジャーナル１万タイトル以上

○図書および雑誌カウンターにおける書庫内資料の閲覧にかかる時間

出納または出納できない理由の通知：95％以上について､ 申込みから30分以内

○複写にかかる時間

オンライン複写：90％以上について､ 申込みから60分以内

即日複写：80％以上について､ 申込みから30分以内

後日複写：申込日から４日 (休館日を除く)｡ ただし､ 撮影を伴うものは申込日

から７日 (休館日を除く)

○関西館資料の取寄せにかかる時間

申込日から４日 (休館日を除く)

＜関西館館内利用サービス＞

○閲覧できる開架資料冊数

総合閲覧室の開架：各分野の参考図書､ 主要な雑誌・新聞等を５万冊以上

アジア情報室の開架：アジア言語資料・アジア関係資料を３万冊以上

全分野にわたる海外電子ジャーナルの閲覧：１万タイトル以上

○書庫内資料の閲覧にかかる時間

出納または出納できない理由の通知：90％以上について､ 申込みから20分以内

○東京本館資料の取寄せにかかる時間

申込日から４日 (休館日を除く)

＜国際子ども図書館館内利用サービス＞

○展示会・催し物の開催頻度

展示会の開催日数：開館日の90％以上

講演会等の催し物開催数：年間７回以上

○閲覧できる開架資料冊数

子どものへや：昔話や読み継がれてきた絵本・読み物を中心に8,000冊以上

世界を知るへや：世界各国を紹介する本や海外の絵本を120か国1,000冊以上

メディアふれあいコーナー：子どもたちが親しめる電子資料を100点以上

○第一および第二資料室における閉架書庫資料の閲覧にかかる時間

出納または出納できない理由の通知：95％以上について､ 申込みから20分以内
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平成17年度サービス基準

＜遠隔利用サービス＞

○インターネット経由の複写依頼にかかる日数

複写物の発送：80％以上について､ 受理日から５日 (休館日を除く) 以内

複写できない理由の通知：80％以上について､ 受理日から４日 (休館日を除く)

以内

○図書館を通じて申し込まれた資料貸出しにかかる日数

資料の発送または貸出しできない理由の通知：80％以上について､ 受理日から

４日 (休館日を除く) 以内

○図書館を通じて申し込まれた文書レファレンス・サービスにかかる日数

回答の発送：75％以上について､ 受理日から20日以内

○当館ホームページ提供時間

国立国会図書館ホームページ：提供時間 (週７日24時間いつでも) の99.9％以上

国際子ども図書館ホームページ：提供時間 (週７日24時間いつでも) の99.3％

以上

○当館ホームページのNDL-OPAC提供時間

利用提供：提供時間 (月－土曜日：7－28時 (翌４時)､ 日曜日：7－25時 (翌１

時)､ 第３日曜日は 7－22時) の95％以上

○当館ホームページの各種総合目録データベース更新頻度

総合目録ネットワーク：毎日

点字図書・録音図書全国総合目録：月１回

児童書総合目録データベース：週１回

○｢納本制度｣ に基づき収集する国内刊行資料 (非図書資料を除く) の利用

当館ホームページの ｢日本全国書誌｣ (週刊) への掲載：85％以上について､ 受

入日から60日以内

当館ホームページの NDL-OPACによる利用開始：85％以上について､ 受入日

から70日以内

○当館ホームページ上の電子展示会の内容追加頻度

国立国会図書館ホームページの ｢ギャラリー｣：年間２件追加
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平成17年度重点目標・サービス基準と平成16年度評価について
書庫内資料の閲覧にかかる時間
出納：95%以上について､ 申込み
から30分以内
出納できない理由の通知：95%以
上について､ 申込みから30分以内

出納：申込みか
ら30分以内

95%
以上

100.0% ○
平成17年１月の標本調
査による｡

出納できない理
由の通知：申込
みから30分以内

95%
以上

― ―

平成17年３月の標本調
査では､ 出納できない
資料はほとんどなく､
有意な結果を得られな
かった｡

東京本館資料の取寄せにかかる時
間
申込日から４日 (休館日を除く)

申込日から4日
(休館日を除く)

100% 100.0% ○

平成17年３月の標本調
査による｡
取寄せは施設全体の１
日当たり申込件数制限
があるため､ 申込時に
調整を行う場合がある｡

＜国際子ども図書館館内利用サービス＞

平成16年度基準
評 価

基準区分 基準値 実績値 達成状況 補足説明

展示会・催し物の開催頻度
展示会の開催日数：開館日の90%
以上
講演会等の催し物開催数：年間７
回以上

展示会の開催日
数：開館日にお
ける割合

90%
以上

92.0% ○

｢蓮の花の知恵－イン
ドの児童文学－｣ ｢本
にえがかれた動物展Ⅱ－
十二支を手がかりに｣
の二つの展示会を延べ
263日開催｡

講演会等の催し
物開催数

７回
以上

13回 ○

館内で開催した展示会
に関連する講演会のほ
か､ 子どものための春
休みお楽しみ会などを
開催｡

閲覧できる開架資料冊数
子どものへや：昔話や読み継がれ
てきた絵本や読み物を中心に8000
冊以上
世界を知るへや：世界各国を紹介
する本や海外の絵本を80か国1000
冊以上
メディアふれあいコーナー：子ど
もたちが親しめる電子資料を100
点以上

子どものへや開
架資料数

8,000冊
以上

8,500冊 ○

平成16年度末現在の数
値による｡

世界を知るへや
開架資料数

80か国
1,000冊
以上

120
か国
1,520冊

○

メディアふれあ
いコーナー利用
可能電子資料数

100点
以上

104点 ○

第一および第二資料室における閉
架書庫資料の閲覧にかかる時間
出納：95%以上について､ 申込み
から20分以内
出納できない理由の通知：95%以
上について､ 申込みから20分以内

出納：申込みか
ら20分以内

95%
以上

98.5% ○
平成16年９・10月の標
本調査による｡

出納できない理
由の通知：申込
みから20分以内

95%
以上

― ―

平成16年９・10月標本
調査では､ 出納できな
い資料はほとんどなく､
有意な結果を得られな
かった｡
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＜東京本館館内利用サービス＞

平成16年度基準
評 価

基準区分 基準値 実績値 達成状況 補足説明

電子資料室で利用可能な電子ジャー
ナルのタイトル数
全分野にわたる海外電子ジャーナ
ル１万タイトル以上

電子資料室で
利用可能な電子
ジャーナルタイ
トル数

１万
タイトル
以上

約１万
5,000
タイトル

○
平成16年度末現在の数
値による｡

書庫内資料の閲覧にかかる時間
出納：95%以上について､ 申込み
から30分以内
出納できない理由の通知：95%以
上について､ 申込みから30分以内

出納：申込みか
ら30分以内

95%
以上

99.3% ○ 平成16年11・12月の標
本調査による｡ 標本は､
図書カウンター､ 雑誌
カウンターおよび新聞
資料室から抽出｡

出納できない理
由の通知：申込
みから30分以内

95%
以上

95.7% ○

複写にかかる時間
即日複写：80%以上について､ 申
込みから30分以内
後日複写：申込日から４日 (休館
日を除く)

即日複写：申込
みから30分以内

80%
以上

84.0% ○
平成16年11月の標本調
査による｡

後日複写：申込
日から４日 (休
館日を除く)

100%

通常の
申込み
につい
て
100.0%

○

平成16年11月の標本調
査による｡ 標本は､ 出
来上がり予定日が４日
(休館日を除く)の申込
みから抽出し､ 特殊な
事情の申込みを除いた｡
なお､ 複写に先立ち
撮影を伴う場合は申込
日から７日 (休館日を
除く) を要し､ 大量の
申込みの場合は､ 申込
時に出来上がり予定日
を利用者の了承の上５
日 (休館日を除く) 以
上で設定する場合があ
る｡ これらについては
出来上がり予定日に100
%提供｡

関西館資料の取寄せにかかる時間
申込日から４日 (休館日を除く)

申込日から４日
(休館日を除く)

100% 100.0% ○

平成17年１月の標本調
査による｡
取寄せは施設全体の１
日当たり申込件数制限
があるため､ 申込時に
調整を行う場合がある｡

＜関西館館内利用サービス＞

平成16年度基準
評 価

基準区分 基準値 実績値 達成状況 補足説明

閲覧できる開架資料冊数
総合閲覧室の開架：各分野の参考
図書､ 主要な雑誌・新聞等を５万
冊以上
アジア情報室の開架：アジア言語資
料・アジア関係資料を３万冊以上
電子ジャーナルの閲覧：１万タイトル
以上

総合閲覧室の開
架冊数

５万冊
以上

約７万
2,000冊

○

平成16年度末現在の数
値による｡

アジア情報室の
開架冊数

３万冊
以上

約３万
3,000冊

○

電子ジャーナル
の閲覧可能資料
数

１万
タイトル
以上

約１万
5,000
タイトル

○
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平成17年度重点目標・サービス基準と平成16年度評価について
当館ホームページの各種総合
目録データベース更新頻度
総合目録ネットワーク：毎日
※平成16年度内公開予定
点字図書・録音図書全国総合
目録：月１回
全国新聞総合目録データベー
ス：随時
児童書総合目録データベース：
週１回

総合目録ネット
ワーク更新頻度

毎日 毎日 ○

平成16年12月６日から国立
国会図書館ホームページで
一般公開｡
都道府県立および政令指定
都市立図書館等51機関の基
本書誌データ約790万件､
総書誌データ約2,880万件
を収録｡ うち､ 平成16年度
は､ 新規に基本書誌データ
約66万件および総書誌デー
タ約340万件を追加した｡

点字図書・録音
図書全国総合目
録更新頻度

月１回 月１回 ○

全国229機関の書誌データ
約31万件を収録｡ うち､ 平
成16年度は､ 新規に約１万
7,000件追加した｡

全国新聞総合目
録データベース
更新頻度

随時

参加館
から
データ
が届く
幾度更
新

○

全国1,251機関の書誌デー
タ約２万件､ 所蔵データ約
５万件を収録｡ うち､ 平成
16年度は､ 新規に書誌デー
タ約500件および所蔵デー
タ約700件を追加し､ 書誌
データ約2,600件および所
蔵データ約1,500件更新｡
更新頻度は､ ほぼ毎日｡

児童書総合目録
データベース更
新頻度

週１回 週１回 ○

全国の主要な児童書所蔵機
関７機関の書誌データ約40
万件を収録｡ うち､ 平成16
年度は､ 新規に約３万4,000
件追加し､ 約10万件更新｡

｢納本制度｣ に基づき収集す
る国内刊行資料の利用
当館ホームページの ｢日本全
国書誌｣ (週刊) への掲載：
80%以上について､ 受入日か
ら60日以内
当館ホームページの NDL-
OPAC による利用開始：80%
以上について､ 受入日から70
日以内

当館ホームペー
ジの ｢日本全国
書誌｣ (週刊)
への掲載：受入
日から60日以内

80%
以上

99.6% ○

平成16年11月の標本調査に
よる｡ 標本は､ ｢納本制度｣
に基づき受け入れた図書お
よび新規受入逐次刊行物か
ら抽出｡

当館ホームペー
ジ の NDL-OP
AC による利用
開始：受入日か
ら70日以内

80%
以上

98.8% ○

平成16年11月の標本調査に
よる｡ 標本は､ ｢納本制度｣
に基づき受け入れた図書お
よび逐次刊行物から抽出｡

当館ホームページ上の電子展
示会の内容追加頻度
国立国会図書館ホームページ
の ｢ギャラリー｣：年間３件
追加
国際子ども図書館ホームペー
ジの ｢絵本ギャラリー｣：年
間１件追加

国立国会図書館
ホームページの
｢ギャラリー｣
の内容追加

３件 ３件 ○

｢日本国憲法の誕生 (第２
期)｣ ｢近代日本人の肖像｣
｢インキュナブラ－西洋印
刷術の黎明－｣ を新たに公
開｡

国際子ども図書
館ホームページ
の ｢絵本ギャラ
リー｣ の内容追
加

１件 １件 ○

｢ユーゲントシュティルと
絵本画家たち｣ をテーマに
コンテンツを作成｡ 平成17
年５月に公開｡
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平成16年度サービス基準の評価

＜遠隔利用サービス＞

平成16年度基準
評 価

基準区分 基準値 実績値 達成状況 補足説明

インターネット経由の複写依
頼にかかる日数
複写物の発送：80%以上につ
いて､ 受理日から５日 (休館
日を除く) 以内
複写できない理由の通知：80
%以上について､ 受理日から
４日 (休館日を除く) 以内

複写物の発送：
受理日から５日
(休館日を除く)
以内

80%
以上

86.3% ○

平成17年１月の標本調査に
よる｡ 標本は､ 午前中に受
理を行い国内に発送したも
のから抽出｡

複写できない理
由の通知：受理
日から４日 (休
館日を除く) 以
内

80%
以上

88.0% ○

図書館を通じて申し込まれた
資料貸出しにかかる日数
資料の発送：70%以上につい
て､ 受理日から４日 (休館日
を除く) 以内
貸出しできない理由の通知：
70%以上について､ 受理日か
ら４日 (休館日を除く) 以内

資料の発送：受
理日から４日
(休館日を除く)
以内

70%
以上

95.3% ○

東京本館・関西館は平成17
年１月の標本調査､ 国際子
ども図書館は平成16年９月
の標本調査による｡

貸出しできない
理由の通知：受
理日から４日
(休館日を除く)
以内

70%
以上

100.0% ○

図書館を通じて申し込まれた
文書レファレンス・サービス
にかかる日数
回答の発送：75%以上につい
て､ 受理日から20日以内

回答の発送：受
理日から20日以
内

75%
以上

71.4% ×

東京本館・関西館は平成16
年８～10月の標本調査､ 国
際子ども図書館は平成16年
９月の標本調査による｡

(施設別達成状況)
東京本館・関西館：70.6%
(所蔵調査等簡易なレファ
レンスは88.7%)
国際子ども図書館：85.7%

(今後の取組)
平成17年度は文書レファレ
ンスの業務フローの見直し
を行い､ 回答にかかる日数
の短縮を目指した改善を図
る｡

当館ホームページ提供時間
利用提供：提供時間 (週７日
24時間いつでも) の内99.8％
以上

利用提供：提供
時間 (週７日24
時間いつでも)
の内

99.8%
以上

100.0% ○
国立国会図書館ホームペー
ジの停止時間なし｡

当館ホームページの NDL-
OPAC提供時間
利用提供：提供時間 (月－土
曜日：7－28時(翌４時)､ 日
曜日：7－25時(翌１時)第３
日曜日は 7－22時) の95％以
上

利用提供：提供
時間 (月－土曜
日：7－28時(翌
４時)､ 日曜日：
7－25時(翌１時)
第３日曜日は7－
22時) の内

95%
以上

95.2% ○

停止時間357時間のうち､
システム障害によるものは
８時間､ その他はシステム
改修・メンテナンスに伴う
もの｡
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｢
き
か
く
か
ひ
ょ
う
か
か
か
り｣

こ
れ
は
一
体
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

｢

カ
行
の
発
音
練
習
？｣

い
い
え
、
違
い
ま
す
。
漢
字
に
す
る
と

｢

企
画
課

評
価
係｣

と
な
り
ま
す
。
最
近
新
設
さ
れ
た
ば
か
り

の
係
で
、
館
内
の
職
員
に
と
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
馴
染

み
の
薄
い
係
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ル
ー
ツ
は
、
将
来
計
画
の
策
定
と
評
価
の
総
括
を

行
っ
て
い
た
総
務
部
企
画
・
協
力
課

企
画
係
で
す
。
平
成
一
七
年
四
月
の

組
織
再
編

(

企
画
・
協
力
課
↓
企
画

課
、
支
部
図
書
館
課
↓
支
部
図
書
館
・

協
力
課)

の
際
に
企
画
係
が
将
来
計

画
と
評
価
に
枝
分
か
れ
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
企
画
係
が
将
来
計
画
の
策

定
を
、
新
設
の
評
価
係
が
評
価
の
総

括
を
担
当
し
、
企
画
課
は
企
画
係
・

評
価
係
・
電
子
情
報
企
画
室
の
二
係
一
室
の
新
し
い

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

｢

今
度
ど
こ
に
異
動
し
は
っ
た
ん
？｣

｢

評
価
係
。｣

｢

ほ
ん
ま
に
。
そ
れ
な
ら
ゴ
マ
を
す
ら
な
あ
か
ん
な

あ
。｣

評
価
係
に
異
動
し
て
か
ら
は
、
こ
う
い
う
冗

談
が
頻
繁
に
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
実
際
に
は
、
個
人
個
人
の
評
価
を
行
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
評
価
係
は
、
当
館
の
活
動
・
事
業

の
適
正
な
運
営
と
、
当
館
の
活
動
を
広
く
国
民
の
皆

様
に
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
六
年
度

か
ら
導
入
し
た
、
評
価
制
度
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
は
な
く
館
全
体
の
評
価
を
職
掌
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
の
運
営
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
改
善
に
資
す
る
た
め
、
統
計

に
関
す
る
事
務
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。
正
確
な

評
価
を
行
う
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
業
務
を
客
観
的
に

把
握
す
る
数
値
が
必
要
で
す
か
ら
、
評
価
制
度
と
統

計
整
備
は
正
に
両
輪
と
言
え
ま
す
。
そ

の
他
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
企

画
・
立
案
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
見
、
華
や
か
で
淡
白
な
仕
事
の
よ

う
で
す
が
、
実
際
に
は
、
部
局
間
の
各

種
の
調
整
を
行
い
、
手
探
り
で
業
務
を

進
め
て
い
く
と
い
う
、
地
道
で
複
雑
な

作
業
が
必
要
で
す
。
異
動
し
て
き
た
ば

か
り
の
私
は
、
資
料
作
成
に
と
て
も
手

間
取
る
た
め
、｢
ネ
コ
型
資
料
作
成
ロ
ボ
ッ
ト｣

が

あ
っ
た
ら
な
あ
と
、
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
…
。

評
価
制
度
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
完
璧
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
客
観
的
な
視
点

の
存
在
は
、
現
在
、
そ
し
て
今
後
特
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
作
業
が
、
将
来
の
よ
り
良
い

当
館
の
姿
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
今
日
も
エ
ク
セ

ル
表
に
数
値
を
カ
タ
カ
タ
と
打
ち
込
む
の
で
し
た
。

(

企
画
課

人
生
再
々
出
庫)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
八
回

明
治
の
越
境
者
た
ち

―
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
収
録

資
料
に
見
る
日
本
人
の
海
外
体
験
―

平
成
一
七
年
七
月
二
一
日

(

木)

か
ら

九
月
二
〇
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
三
一
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.

g
o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。
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レファレンス協同データベース事業 参加館募集

レファレンス協同データベース事業は､ 全国の図書館が､ レファレンス事例や

調べ方マニュアル等の情報をデータベース化する協同事業です｡ 平成14年度から

３か年の実験期間を経て､ 平成17年４月より､ 事業化しました｡ 公共図書館､ 大

学図書館､ 専門図書館等283館の機関が参加しています｡

レファレンス協同データベースには､ 平成17年６月末現在､ 15,000件を超える

データが蓄積されており､ 参加館は､ これらのデータを検索利用することができ

ます｡ また､ フォーラムや研修会等を通じ､ 参加館相互に情報交換することがで

きます｡

平成17年７月７日 (木) より､ 参加館の追加募集を実施します｡ レファレンス

サービスの向上を目指すこの事業に､ 是非ご参加ください｡

申込締切 平成17年９月６日 (火)

申込方法 レファレンス協同データベース事業のページをご覧ください｡

URL http://www.ndl.go.jp/jp/library/collabo-ref.html

申込み・問い合わせ先 国立国会図書館関西館事業部電子図書館課研究企画係

E-mail：info-crd@ndl.go.jp TEL：0774-98-1475 (直通)

ご 案 内

平成17年度 児童文学連続講座
－国際子ども図書館所蔵資料を使って

昨年度に引き続き全国の各種図書館等で児童サービスに従事する図書館員の資

質向上､ 幅広い知識のかん養に資することを目的に､ 国際子ども図書館が広く収

集してきた内外の児童書および関連書を活用した児童文学連続講座を開催します｡

� � � 10月17日 (月) ～ 19日 (水)

会 場 国立国会図書館国際子ども図書館 ３階ホール

対 象 現在､図書館や文庫等において児童サービスに従事する方｡１機関１名｡

原則として､ ３日間連続して受講できる方を優先｡ 定員60名｡ (応募

多数の場合は調整させていただきます)

� � � ｢日本児童文学の流れ｣

申込方法 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) をご

覧ください｡

申込み・問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課協力係

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49

TEL：03-3827-2053 (代表) FAX：03-3827-2043

E-mail：ilcl-lec@kodomo.go.jp

ご 案 内



は
じ
め
に

平
成
一
七
年
二
月
二
二
日
、
当
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
米

国
議
会
図
書
館

(

Ｌ
Ｃ)

の
目
録
政
策
・
支
援
室
長
、
バ
ー
バ
ラ
・

Ｂ
・
テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士

(
D

r.
B

a
rb

a
ra

B
.

T
illett)

に
よ
る

｢

国
際
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
意
義｣

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士
は
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
世
界
的
な
権

威
で
あ
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
第
４
部
会

(

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル)

の
部
会

長
を
務
め
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会

(

Ａ
Ｌ
Ａ)
目
録
委
員

会
の
Ｌ
Ｃ
代
表
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は

Ｌ
Ｃ
の
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
計
画
を
担
当
し
、
成
功
に
導
い
て
い

る
。
当
館
へ
の
来
訪
と
講
演
会
の
開
催
は
、
平
成
一
四
年
に
続
き
二

度
目
で
あ
る
。(

前
回
の
講
演
会

｢

デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
け
る
目
録

作
成｣

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
誌
四
九
六
号

(

二
〇
〇
二
年
七
月)

を
参
照
。)

今
回
は
、
国
際
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
に
向
け
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

目
録
分
科
会
の
取
組
み
の
中
か
ら
、
言
語
や
文
字
の
壁
を
越
え
て
典

拠
フ
ァ
イ
ル
を
世
界
的
に
共
有
し
よ
う
と
す
る

｢

バ
ー
チ
ャ
ル
国
際

典
拠
フ
ァ
イ
ル

(
V

irtu
a
l

In
tern

a
tio

n
a
l

A
u

th
o
rity

F
ile

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ)｣

の
構
想
を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
リ
原
則

に
代
わ
る
新
し
い
目
録
の
原
則
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

｢

国
際
目
録
原
則｣

の
動
向
に
つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て
紹
介
さ
れ
た
。

次
に
、
講
演
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
動
向

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
は
、
国
ま
た
は
地
域
の
書
誌
作
成
機
関
等
が
構
築
す

る
典
拠
フ
ァ
イ
ル
の
標
目
形
を
相
互
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
規
模
で
の
典
拠
の
共
有
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
構
想
を
指
す
。

こ
の
構
想
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

・
典
拠
作
業
の
分
担
を
効
率
化
す
る
こ
と

・
目
録
作
成
の
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

・
文
書
館
、
美
術
館
、
出
版
社
、
権
利
管
理
機
関
な
ど
、
書
誌
記

述
を
提
供
す
る
あ
ら
ゆ
る
機
関
の
間
で
典
拠
共
有
を
可
能
に
す
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バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
典
拠
フ
ァ
イ
ル
と
国
際
目
録
原
則

―
米
国
議
会
図
書
館
目
録
政
策
・
支
援
室
長
バ
ー
バ
ラ
・
Ｂ
・
テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士
講
演
会
報
告
―



る
こ
と

・
世
界
規
模
で
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
・
維
持
を
簡
単
に
す
る

こ
と

・
利
用
者
の
望
む
言
語
・
文
字
・
形
式
に
よ
る
、
あ
る
い
は
図
書

館
が
提
供
す
る
言
語
・
文
字
・
形
式
に
よ
る
、
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
可
能
と
す
る
こ
と

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
の
う
ち
、
特
に
有

力
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｏ
Ａ
Ｉ

(O
p
en

A
rch

iv
es

In
itia

tiv
e)

プ
ロ
ト
コ
ル
を
用
い
て
収
集
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
を
一
つ
な
い
し
複
数

の
サ
ー
バ
に
格
納
す
る

｢

集
中
モ
デ
ル｣

で
あ
り
、
現
在
、
Ｌ
Ｃ
、

Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
、
ド
イ
ツ
図
書
館

(

Ｄ
Ｄ
Ｂ)

の
三
機
関
は
、
こ
の
モ
デ

ル
を
検
証
す
る

｢p
ro

o
f

o
f

co
n

cep
t｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
共
同
で

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｃ
と
Ｄ
Ｄ
Ｂ
の
個
人
名
典
拠

フ
ァ
イ
ル
に
お
け
る
既
存
の
典
拠
レ
コ
ー
ド

(

前
者
が
約
三
八
九
万

件
、
後
者
が
約
二
五
〇
万
件)

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
相
互
リ
ン
ク
を

行
う
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
が
独
自
に
開
発
し
た

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル

に
格
納
さ
れ
て
い
る
同
一
人
物
の
典
拠
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
手
作

業
を
要
し
な
い
機
械
的
な
同
定
が
ど
の
程
度
ま
で
可
能
な
の
か
が
検

証
さ
れ
る

(

図
１)

。

二
〇
〇
五
年
二
月
の
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
段
階
は
ほ
ぼ
終
了
し

て
お
り
、
今
年
中
に
は
最
終
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

続
く
第
二
段
階
で
は
、
第
一
段
階
で
得
た
結
果
に
基
づ
い
て
検
索

可
能
な
典
拠
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
行
わ
れ
る

(

図
２)

。
こ
の

た
め
に
、
メ
タ
デ
ー
タ
格
納
用
の
サ
ー
バ
を
一
つ
な
い
し
複
数

(

一
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つ
の
場
合
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
に
、
複
数
の
場
合
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
と
そ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
部
お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｂ
に)

設
置
す
る
想
定
で
あ
る
。

第
三
段
階
で
は
、
Ｌ
Ｃ
と
Ｄ
Ｄ
Ｂ
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル
に
お
い
て
新

規
作
成
・
更
新
・
削
除
さ
れ
た
情
報
を
、
Ｏ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
通

じ
て
収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
バ
の
典
拠
レ
コ
ー
ド
を
継
続

的
に
維
持
管
理
す
る
仕
組
み
が
構
築
、
検
証
さ
れ
る

(

図
３)

。
こ

の
段
階
は
す
で
に
他
の
段
階
と
並
行
す
る
形
で
開
始
さ
れ
て
お
り
、

Ｌ
Ｃ
は
現
在
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
え
る
よ
う
自
館
の
Ｏ
Ａ
Ｉ
サ
ー

バ
の
拡
張
を
検
討
中
で
あ
る
。

な
お
、
最
終
段
階
に
お
い
て
は
、
典
拠
レ
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
言
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語
・
文
字
を
利
用
者
の
望
み
に
合
わ
せ
て
切
り
替
え
る
方
法
が
検
証

さ
れ
る
想
定
で
あ
る

(

図
４)

が
、
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
外
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
た
な
ら
、
他
の
機
関

(

抄
録
索
引

サ
ー
ビ
ス
、
文
書
館
、
美
術
館
、
出
版
社
な
ど
を
含
む)

が
作
成
す

る
個
人
名
典
拠
フ
ァ
イ
ル
に
も
範
囲
を
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
望
ま
れ
る
の
は
、
非
ラ
テ
ン
文
字
に
よ
る
典
拠
情
報
を
用
い
た

実
験
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
名
だ
け
で
は
な
く
、
団
体
名
、
地
名
、

統
一
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
典
拠
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
も
実
験
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
世
界
的
に
共
有
さ
れ
る
典
拠
フ
ァ
イ
ル
は
、

｢

セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ブ｣

に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
役
割

を
担
う
で
あ
ろ
う
。

セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ブ
と
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
情
報
資
源
を
リ

ン
ク
し
、
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
と
呼
ば
れ
る
統
制
語
彙
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
で
は
な
く
機
械
が
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
よ
り
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
し
よ
う
と
す
る
考

え
を
指
す
。
す
で
に
典
拠
フ
ァ
イ
ル
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
統

制
語
彙
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
や
情
報
資
源
と

リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
助
け
、
検

索
精
度
を
向
上
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
こ
そ
が
、
図
書
館
が
将
来
の
ウ
ェ
ブ
に
お
け
る
基
盤
整
備
に

一
役
買
う
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

国
際
目
録
原
則
の
検
討
状
況

一
九
六
一
年
の
国
際
目
録
原
則
会
議
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
パ
リ

原
則
は
、
四
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
世
界
中
の
目
録
規
則

の
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
目
録
分
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科
会
で
は
、
パ
リ
原
則
に
と
っ
て
代
わ
る
新
し
い
目
録
原
則
の
検
討

が
進
行
中
で
あ
る
。

｢
国
際
目
録
原
則(In

tern
a
tio

n
a
l

C
a
ta

lo
g

u
in

g
P

rin
cip

les)｣

と
呼
ば
れ
る
こ
の
新
し
い
原
則
は
、
今
日
の
状
況
に
照
ら
し
て
パ
リ

原
則
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
原
則
の
適
用
対
象
は
文
字
資

料
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
新
原
則
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
資
料
へ
と
適

用
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
リ
原
則
が
主
と
し
て
標
目
に

つ
い
て
の
原
則
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
原
則
は
書
誌
レ
コ
ー
ド
と

典
拠
レ
コ
ー
ド
に
お
け
る
す
べ
て
の
ア
ク
セ
ス
と
記
述
を
対
象
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
原
則
は
伝
統
的
な
目
録
法
に
加
え
、
書
誌

レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件

(
F

u
n

ctio
n

a
l

R
eq

u
irem

en
ts

fo
r

B
ib

lio
g

ra
p
h

ic
R

eco
rd

s

Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ)

や
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
機

能
要
件(F

u
n

ctio
n

a
l

R
eq

u
irem

en
ts

fo
r

A
u

th
o
rity

R
eco

rd
s

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｒ)

な
ど
の
新
し
い
概
念
モ
デ
ル
に
も
立
脚
し
て
い
る
。

こ
う
し
た

｢

国
際
目
録
原
則｣

の
検
討
を
担
う
の
は

｢

国
際
目
録

規
則
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
専
門
家
会
議｣

(
IF

L
A

M
eetin

g
o
f

E
x

p
erts

o
n

a
n

In
tern

a
tio

n
a
l

C
a
ta

lo
g

u
in

g
C

o
d
e

Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
Ｃ)

で
あ
る
。
会
議
は
こ
れ
ま
で
に
二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
会
議
は
二
〇
〇
三
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
三
二
か
国
と
英
米
目

録
規
則

(

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ)

の
代
表
者
ら
計
五
四
名
の
参
加
を
得
て
、
ド

イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
第
二

回
会
議
は
二
〇
〇
四
年
八
月
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
諸
国
一
四
か
国
の
代
表
者
を
含
む
計

四
五
名
が
参
加
し
た
。

第
一
回
会
議
で
は
、｢

国
際
目
録
原
則
覚
書｣

の
最
終
草
案
が
作

成
、
承
認
さ
れ
、
第
二
回
会
議
で
は
こ
の
草
案
に
対
す
る
改
訂
提
案

が
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
こ
う
し
た
草
案
の
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
改
訂
作

業
を
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
の
中
東

(

エ
ジ
プ
ト)

、
翌
二
〇
〇
六
年
の
ア
ジ
ア

(

韓
国)

を
経
て
、

二
〇
〇
七
年
の
ア
フ
リ
カ

(

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国)

で
最
終
的
に
原

則
を
確
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

意
見
交
換
会

講
演
会
の
翌
日
、
テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士
と
当
館
書
誌
作
成
部
門
の
職

員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士
に
よ
る

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ

(
N

a
m

e
A

u
th

o
rity

C
o
o
p
era

tiv
e

P
ro

g
ra

m
)

お

よ
び
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ(S

u
b
ject

A
u

th
o
rity

C
o
o
p
era

tiv
e

P
ro

g
ra

m
)

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
報
告
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
と
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
は
、
Ｌ
Ｃ
に
お
け
る
主
要
な
典
拠
フ
ァ
イ

ル
共
同
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
Ｐ
Ｃ
Ｃ

(P
ro

g
ra

m

fo
r

C
o
o
p
era

tiv
e

C
a
ta

lo
g

in
g
)

と
呼
ば
れ
る
共
同
目
録
作
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
傘
下
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
は
名
称
お
よ
び
統
一
タ
イ
ト
ル
、
シ
リ
ー
ズ
名
を
対
象

と
す
る
典
拠
共
同
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
に
参
加
す

る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
大
規
模
機
関
は
年
二
〇
〇
件
、
小
規
模
機
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関
は
年
一
〇
〇
件
以
上
の
典
拠
レ
コ
ー
ド
を
新
規
作
成
な
い
し
更
新

す
る
こ
と
と
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
な
い
し
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
の
い
ず
れ
か
の
書
誌
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
に
加
盟
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
小
機
関
の
た
め
に
は
、
二
三
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
度
に
お
け
る
参

加
機
関
は
合
わ
せ
て
四
二
六
機
関
で
あ
る
。

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
は
Ｌ
Ｃ
件
名
標
目
表

(

Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ)

に
収
録
さ
れ
る
件

名
お
よ
び
Ｌ
Ｃ
分
類
表

(

Ｌ
Ｃ
Ｃ)

の
分
類
記
号
を
主
た
る
対
象
と

す
る
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
参
加
機
関
は
自
動
的
に
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
参
加
機
関

と
な
る
が
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
に
だ
け
参
加
を
希
望
す
る
機
関
は
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
要
件
と
し
て
年
一
二
件
以
上
の
件
名
な
い
し
分
類

記
号
の
新
設
・
更
新
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
は
ア
メ
リ
カ
国
外
か
ら
も
一
三
か
国
六
三
機
関

が
参
加
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
合
計
三
図
書
館

(

香
港
か
ら
二

館
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
一
館)

が
加
わ
っ
て
い
る
。

意
見
交
換
会
は
以
上
の
報
告
や
前
日
の
講
演
会
の
内
容
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
、
活
発
な
討
議
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
話
題
は
Ｌ

Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
維
持
管
理
の
実
情
、
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
運
営
体
制
や
今
後
の
見

通
し
と
い
っ
た
具
体
的
な
テ
ー
マ
か
ら
、
シ
ソ
ー
ラ
ス
や
統
制
語
の

本
来
的
な
意
義
に
ま
で
お
よ
び
、
終
盤
で
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
２
の
改
訂
の

現
状
に
つ
い
て
も
触
れ
る
な
ど
、
典
拠
を
中
心
と
し
て
国
際
書
誌
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
諸
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性

を
再
確
認
す
る
と
同
時
に
、
今
後
典
拠
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
可
能
性
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
途
が
あ
る
の
か

を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
示
唆
を
得
た
二
日
間
で
あ
っ
た
。

(
文
責：

書
誌
部
書
誌
調
整
課
課
長
補
佐

鈴す
ず

木き

智と
も

之ゆ
き)
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オ
ロ
ン
ス
ム
―
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
キ
リ
ス
ト
教

遺
跡
―

横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館
編
・
刊

(

〒
231-
0021

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
一
二)

二
〇
〇
三
・
七

九
八
頁

Ａ
５

(G
E

376-H
2)

日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
二
年
前
の
一
九
三
五
年
の

こ
と
、
一
人
の
日
本
人
研
究
者
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の

オ
ロ
ン
ス
ム
で
遺
跡
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
の

人
の
名
前
は
江
上
波
夫
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、

東
亜
考
古
学
会
の
調
査
隊
に
加
わ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
時
代
の
有
力
部
族
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
ン
グ
ー

ト
族
の
都
の
跡
を
調
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
オ
ン
グ
ー
ト
族
が
現
在
の
オ
ロ
ン
ス
ム
一
帯

を
領
有
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
知
る
に
は
、
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ン
時
代

(

一
一
五
五
〜
一
二
二
七)

に
遡
る

必
要
が
あ
る
。
イ
ラ
ン
の
歴
史
家
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
記
述
に
よ
る
と
、
オ
ン
グ
ー
ト
族
は
、

当
時
中
国
北
部
を
支
配
し
て
い
た
金
王
朝
か
ら
、
モ

ン
ゴ
ル
と
の
国
境
地
帯
に
建
設
さ
れ
た
ア
ト
ク
ー
と

い
う
名
の
長
城
の
守
備
を
任
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
頃
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
勢

力
を
拡
大
し
て
お
り
、
オ
ン
グ
ー
ト
族
の
族
長
ア
ラ

ク
シ
ュ
・
テ
ギ
ン
・
ク
リ
は
、
金
王
朝
を
捨
て
て
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
服
従
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
華
北
進
出
の
道
が
開
け
た

の
で
、
喜
ん
だ
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
は
オ
ン
グ
ー
ト
族

を
厚
遇
し
、
や
が
て
オ
ロ
ン
ス
ム
の
一
帯
が
オ
ン
グ
ー

ト
族
に
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。
以
後
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
時
代
を
通
じ
て
オ
ン
グ
ー
ト
族
は
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ン
一
族
の
同
盟
者
集
団
と
し
て
優
遇
さ
れ
、
オ
ン

グ
ー
ト
族
の
都
で
あ
る
オ
ロ
ン
ス
ム
に
は
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
果
て
か
ら
も
宗
教
者
や
商
人
、
旅
行
者
が
や
っ

て
来
て
栄
え
、
オ
ン
グ
ー
ト
族
が
信
奉
し
て
い
た
ネ

ス
ト
リ
オ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
堂
の
ほ
か
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
堂
も
建
て
ら
れ
、
ミ
サ
が
執
り

行
わ
れ
た
。

江
上
波
夫
ら
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
一
年

に
か
け
て
、
オ
ン
グ
ー
ト
族
繁
栄
の
頃
の
様
子
を
偲

ば
せ
る
オ
ロ
ン
ス
ム
の
遺
跡
を
発
掘
し
、
遺
品
を
収

集
し
た
ほ
か
、
遺
跡
全
体
の
見
取
り
図
を
作
成
し
、

そ
れ
ら
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
発
掘
品
や
見
取
り
図
は
、

戦
後
初
め
て
一
堂
に
集
め
ら
れ
、｢

オ
ロ
ン
ス
ム
―

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
キ
リ
ス
ト
教
遺
跡
―｣

と
い
う
展

示
が
、
横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

本
書
は
、
こ
の
展
示
会
の
解
説
冊
子
で
、
前
半
が

図
版
編
で
主
と
し
て
展
示
品
の
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載

さ
れ
、
後
半
が
解
説
編
で
、
展
示
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
の
解
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
展
示
品
は
現
地

の
写
真
や
平
面
図
、
瓦
、
陶
磁
器
、
甕
、
土
器
、

一
六
〜
一
七
世
紀
頃
の
仏
像
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
仏

典
、
碑
文
の
拓
本
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
展
示
品

は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
や
そ
れ
以
降
の
内
モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
文
化
や
都
市
生
活
の
様
子
を
偲
ば
せ
る

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

江
上
波
夫
は
、
中
国
か
ら
帰
国
後
、
東
大
東
洋
文

化
研
究
所
教
授
、
上
智
大
学
教
授
、
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
博
物
館
長
を
歴
任
、
一
九
九
一
年
に
は
文
化
勲
章

を
受
章
し
た
。
江
上
は
、
一
九
九
〇
年
に
半
世
紀
ぶ

り
で
オ
ロ
ン
ス
ム
を
再
訪
し
た
際
に
、
大
規
模
な
発

掘
調
査
を
行
お
う
と
し
て
中
国
側
に
打
診
し
た
が
、

許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ロ
ン
ス

ム
の
発
掘
調
査
は
、
一
九
四
〇
年
代
初
め
の
時
点
で

い
わ
ば
凍
結
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
本
書
は
、
江
上
波
夫
・
三
宅
俊
成
共
著
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国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



『
オ
ロ
ン
・
ス
ム
１』

(

開
明
書
院

一
九
八
一)

と

と
も
に
、
オ
ロ
ン
ス
ム
に
つ
い
て
の
学
術
調
査
文
献

と
し
て
は
最
新
の
も
の
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や

モ
ン
ゴ
ル
史
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
見
逃
せ
な
い
本

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

(

白し
ら

岩い
わ

一か
ず

彦ひ
こ)

全
国
書
誌
通
信

第
一
二
一
号

Ａ
４

三
〇
頁

■｢

統
合
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
経
験

■
国
立
国
会
図
書
館

｢

日
本
目
録
規
則
一
九
八
七
年

版
改
訂
二
版

第
九
章

電
子
資
料｣

適
用
細
則

に
つ
い
て

■
書
誌
デ
ー
タ
に
記
録
す
る
著
者
の
範
囲
の
拡
大
に

つ
い
て

■
国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
二
〇
〇
四
年
度
版

公
開
の
お
知
ら
せ

■｢

第
五
回
書
誌
調
整
連
絡
会
議
記
録
集｣

刊
行
の

お
知
ら
せ

不
定
期
刊

四
八
三
円

(

日)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
二
四
号

Ａ
４

七
八
頁

【
翻
訳
・
解
説
】

■
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
平
時
の
危
機
管
理
体
制
―
危
機

管
理
庁
を
中
心
と
し
て

■
イ
ギ
リ
ス
上
院
の
行
為
規
範

■
ド
イ
ツ
の
住
民
登
録
法
大
綱
法
―
電
子
政
府
と
個

人
情
報
保
護
―

【
短
信
】

■
カ
ナ
ダ

２
０
０
３
年
カ
ナ
ダ
選
挙
法
の
改
正
と

政
党
助
成
制
度
の
導
入

■
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
の
議
員
年
金
改
革

季
刊

一
、四
七
〇
円

(

紀)

(IS
B

N
4-87582-618-4)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
三
号

Ａ
４

八
六
頁

■
ロ
シ
ア
経
済
の
現
状
と
日
露
経
済
関
係

■
米
国
会
計
検
査
院

(

Ｇ
Ａ
Ｏ)

の
80
年

■
米
軍
の
変
革
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ス
チ
ャ
ー
・
レ

ヴ
ュ
ー

(

在
外
米
軍
の
再
編)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

532号／2005⑦ 国立国会図書館月報― 27―

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(
〒104
-0033

)
〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(
五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

国立国会図書館における省エネルギー対策について

平成17年２月に､ 温室効果ガスの削減等を定めた ｢気候変動に関する国際連

合枠組条約の京都議定書｣ が発効し､ これを受けて政府は ｢京都議定書目標達

成計画｣ を閣議決定し､ 地球温暖化に対する具体的な対応策を定めています｡

当館も国の機関として同計画の趣旨に沿って協力することとし､ 利用者の閲

覧環境や図書館資料の保存環境に留意しつつ､ 省エネルギー対策を推進するこ

ととしました｡ 具体的には､ 冷暖房設定温度等の調整 (夏季28℃､ 冬季19℃程

度の設定) や事務室等の消灯励行などの節電を心がけています｡

利用者の皆様には､ ご不便をおかけすることもあるかと存じますが､ 上記の

趣旨をご理解の上､ 何卒ご協力いただきますようお願い申し上げます｡

お 知 ら せ



�
�

�
�

お
も
な
人
事

文
部
科
学
事
務
官

岩
橋

理
彦

国
立
国
会
図
書
館
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館
長
を
免

ず
る

文
部
科
学
事
務
官

藤
島

信
夫

国
立
国
会
図
書
館
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館
長
を
命

ず
る以

上
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
け

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
付)

専
門
調
査
員

富
田
美
樹
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任

を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

岩
城

成
幸

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

荒
井

晴
仁

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

八
木

寿
明

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

主
幹)

調
査
員

梅
田

久
枝

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
を

命
ず
る

(

総
務
部
管
理
課
付
統
括
主
査)参

事

石
川

吉
冨

主
任
参
事
を
命
ず
る

総
務
部
付
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
け

職
員
の
転
任

(

衆
議
院
事
務
局)

菅
原

房
恵

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
け

職
員
の
出
向

調
査
員

重
田

正
美

衆
議
院
事
務
局
へ
出
向

平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
け

専
門
調
査
員
の
退
職

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主

任)

専
門
調
査
員

千
代

正
明

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

橋
本

孝
伸

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

亀
本

和
彦

以
上
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

総
務
部

参

事

有
田

陽
一

資
料
提
供
部

司

書

森
山
り
や
子

以
上
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
付
け

職
員
の
採
用

(

配
置
部
局)

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

遠
藤

真
弘

関
西
館

司

書

藤
原

誠

以
上
平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
け
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平
成
一
七
年
度
第
一
回
中
央
館
・
支
部

図
書
館
協
議
会
の
終
了
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
五
月
二
六
日
、
国
立
国
会
図
書

館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
標
記
協
議
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
代
理
を
含
め
支
部
図
書

館
長
二
五
名
お
よ
び
総
務
部
長
を
は
じ
め
と
す

る
当
館
職
員
で
あ
っ
た
。

議
題
の

｢

平
成
一
八
年
度
国
会
図
書
館
支
部

庁
費
概
算
要
求

(

案)
｣

に
つ
い
て
は
平
成

NDL news当館の最近の動き
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一
七
年
度
予
算
額
と
同
額
を
要
求
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
了
承
さ
れ
た
。

あ
わ
せ
て
、
平
成
一
六
年
度
の
課
題
で
あ
っ

た
支
部
庁
費
の
整
理
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
作

業
予
定
の
説
明
と
、
今
年
五
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
各
支
部
図
書
館
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
間

報
告
を
行
っ
た
。
支
部
図
書
館
か
ら
は
、
支
部

図
書
館
各
館
の
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
支

部
庁
費
の
整
理
作
業
は
大
変
で
あ
る
が
、
各
館

に
と
っ
て
重
要
な
経
費
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
中
央
館
か
ら
は
、
今

後
も
各
館
と
相
談
し
な
が
ら
整
理
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
報
告
で
は
、
中
央
館
・
支

部
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
況
、
当
館
で
検

討
し
て
い
る｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・

利
用
に
関
す
る
制
度
化
基
本
方
針

(

案)｣

の

概
要
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
九
回
業

務
交
流
の
終
了
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
五
月
三
一
日
か
ら
六
月
七
日
ま

で
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
代
表
団
を
当
館
に

招
へ
い
し
、
第
九
回
業
務
交
流
を
開
催
し
た
。

今
回
は
シ
ン
・
イ
ニ
ョ
ン

(

慎
仁
�)

学
位
論

文
館
長
を
団
長
と
し
て
、
イ
・
ソ
ン
フ
ァ

(

李

善
花)

学
位
論
文
館
司
書
主
事
、
ハ
ン
・
ス
ッ

キ

(

韓
淑
姫)

図
書
館
政
策
課
司
書
主
事
補
の

三
名
が
来
日
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
韓
国
側
か
ら

｢

国
立
中
央

図
書
館
の
変
化
と
革
新
―
開
館
六
〇
周
年
、
新

し
い
跳
躍
の
始
ま
り
―｣

、
当
館
側
か
ら

｢

新

た
な
時
代
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館｣

と
題

し
て
両
館
の
最
近
の
動
向
が
報
告
さ
れ
た
。

｢

児
童
サ
ー
ビ
ス｣

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
業
務
交
流

で
は
、
韓
国
側
か
ら
の

｢

国
立
子
ど
も
青
少
年

図
書
館
設
立
推
進
に
つ
い
て｣

、
当
館
側
か
ら

の

｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
―
子
ど

も
た
ち
へ
の
直
接
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
を
中
心
に
―｣

｢『

国
際
子
ど
も
図
書
館
第
三
期
基
本
計
画』

策

定
に
向
け
て｣

と
題
す
る
報
告
お
よ
び
国
際
子

ど
も
図
書
館
の
資
料
に
関
す
る
補
足
報
告
に
引

き
続
き
、
活
発
に
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
資
料
保
存
や
二
〇
〇
六
年
開
催
予
定

の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
等
に
つ
い
て
も
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

代
表
団
は
交
流
期
間
後
半
に
関
西
館
に
移
動

し
、
業
務
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
日
本
図

書
館
協
会
、
東
京
の
ち
ひ
ろ
美
術
館
、
大
阪
府

立
国
際
児
童
文
学
館
等
を
訪
問
し
た
。

詳
細
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告
は
本
誌
九
月
号
に
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。

NDL news 当館の最近の動き

国際子ども図書館 夏休み催物 ｢科学あそび｣
見えないものを見てみよう～ゴム風船を使った空気の実験

国際子ども図書館では､ 子どもと本の出会いの場を提供するために､ 子どもの夏休

み期間にあわせて､ 子ども向け催物を毎年行っています｡ 今年は､ 子どもたちの科学

の本に対する興味を育てるために ｢科学あそび｣ を開催し､ ゴム風船を使った空気の

実験を行います｡

日 時：平成17年８月６日(土)・８月７日(日)

１回目：午後１時30分から ２回目：午後３時から

計４回 各回１時間程度 (４回ともすべて同内容です)

場 所：国際子ども図書館３階ホール 人数：各回12名程度 (事前申込み・先着順)

対 象：小学２年生以上 (大人は入れません) 参加費：無料

申込み方法：直接来館､ 往復葉書､ 電子メール (定員になり次第締め切ります)

詳細は国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) をご覧ください｡
※夏休み催物 ｢科学あそび｣ 開催期間中､ ｢子どものためのおはなし会｣ (４歳以上の子ども対象)

はお休みします｡

お 知 ら せ



このシステムは､ 日付や回次､ 会議名､ 発言者名､ 発言者の肩書きや所属会派で検

索できるほか､ 戦後分 (第88回～第92回) については発言された言葉や会議録中の文

字等によるテキスト検索が可能です｡ テキスト検索ができるのは､ 図表部分を除いた

ほとんどすべての部分となっています｡

また､ 第90回以前の会議録は漢字カタカナ文となっているため､ 第88回～90回のテ

キストにつきましてはカタカナをひらがなに変換いたします｡ これらテキストデータ

は､ 検索の便と利用しやすさ (特に読みやすさ) を考慮して作成するものです｡ した

がって､ 会議録としての正本は画像データになります｡

さらに､ 会議録のテキストでは旧字が使われていますが､ テキスト検索では新字で

検索ができます｡ 例えば､ ｢国｣ や ｢会｣ と入れれば自動的に ｢國｣ や ｢會｣ も検索し

ます｡ 検索語として ｢帝国議会｣ と入れますとテキスト中にある ｢帝國議會｣ も自動

的に検索します｡

今後は順次遡って会議録データを入力して､ 平成21年度までにはすべての帝国議会

会議録のデータがご利用いただけるようになる予定です｡

なお､ 昭和22年５月20日に第１回が召集され､ 現在まで続いている国会の会議録は､

｢国会会議録検索システム｣ として既に第１回国会分から最新の国会会議録まで当館ホー

ムページ (http://www.ndl.go.jp－国会会議録) にて提供しています｡

URL http://teikokugikai-i.ndl.go.jp

(国立国会図書館ホームページ (http://www.ndl.go.jp) －日本の国会・世界の議会

－帝国議会会議録)

お問い合わせ先

国立国会図書館調査及び立法考査局電子情報サービス課国会会議録係

TEL：03－3581－2331 (内線21420)

会議録本文
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お 知 ら せ
｢帝国議会会議録｣ を当館ホームページで公開

平成17年７月１日､ 当館ホームページの ｢日本の国会・世界の議会｣ の中に､ ｢帝国

議会会議録｣ を公開しました｡

帝国議会は､ 明治23 (1890) 年11月29日に第１回が開会され､ 昭和22 (1947) 年３

月31日に終了した第92回をもって幕を閉じました｡

｢帝国議会会議録検索システム｣ は､ 平成16年度から当館が開発を進めているもので､

第１回から第92回までの附録・目次・索引を含めたすべての会議録 (議事速記録) 約

30万ページ分の画像データベースです｡ さらに､ 戦後の第88回～第92回帝国議会分に

ついては､ 目次・索引を除いたすべての会議録のテキストデータも提供するものです｡

このたび､ 第91回 (昭和21年11月26日～同年12月25日) と第92回 (昭和21年12月28

日～昭和22年３月31日) の帝国議会会議録約4,600ページ分の画像データおよびフルテ

キストデータの提供を開始いたします｡

帝国議会の会議録は､ 近代日本政治史の貴重な資料です｡ また､ 戦後の帝国議会で

は､ 現行の憲法を初めとして､ 参議院議員選挙法､ 教育基本法､ 皇室典範など現在ま

だ効力を有する法律等が審議されており､ 帝国議会会議録は憲法や法律等の制定過程

をめぐる重要な資料の一つでもあります｡

トップページ
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といった具合です｡

内容についても頻繁に拡充を図って

います｡ 最近では６月に貴重書画像デー

タベースの内容が増え､ 絵図もご覧い

ただけるようになりました｡ また､ 電

子展示会としての ｢ギャラリー｣ にも､

新しい企画が順次加わります｡

第７回 (本誌529号) で紹介しまし

た NDL-OPAC からはいつでもどこ

でも当館の資料が検索できますし､ 登

録利用者制度をご利用になることで､

郵送複写サービスを申し込むこともで

きます｡

利用がどれぐらいあるかを示すアク

セス数は､ 今年５月の一日平均で､ 約

７万7,000件ほどあります｡

<ホームページ改訂への検討に向けて>

さて､ みなさんは当館のホームページをご覧になってどんな印象を持たれたでしょ

うか｡ 例えば､ 目指すページにたどり着いたにもかかわらず､ そこから欲しい情報が

容易に得られないという経験をなさったことがあるかも知れません｡ 公共機関として､

ホームページ作成に際し､ そのようなことのないよう､ もっとも気をつけるところで

すし､ 担当者として､ 常に使いやすいものであることに留意しています｡

2004年６月に JISC (日本工業標準調査会) が､ 人にやさしいホームページを目指

すための JIS (日本工業規格) を作成しました｡ これには誰でもが不便を感じること

なくホームページを使えるようにするためのいわゆるアクセシビリティの基準が盛り

込まれています｡ そのほか､ 使いやすさの基準として､ ユーザビリティといったもの

もあります｡ 分かりやすいサイトの構成や音声ソフトへの対応､ 見やすいトップペー

ジにするなど､ 当館のホームページはこれらの基準からすると改善すべきことがある

のが実情です｡

さらに､ 更新情報の公開・取得に便利な RSSといった様式やブログ､ コンテンツ

の自動更新システムである CMSなど､ 新しい技術の導入も検討事項です｡ 現在､ 再

度の改訂に向けての検討を進めようとしています｡ 変化する情報に

即して日々更新をしつつ､ 内容を充実させ､ 誰にとってもより使い

やすいホームページを目指したいと考えています｡ 国立国会図書館

のホームページにこれからもご注目ください｡

(総務部企画課電子情報企画室 滑
なめ

川
かわ

憲
けん

一
いち

)

国立国会図書館ホームページ
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ホームページ

<インターネット上の当館のサービス窓口>

今回紹介するのは当館のホームページです｡

国立国会図書館ホームページの歴史は1996年６月にさかのぼります｡ ホームページ

は､ 当初は広報の新しいメディアとしてとらえられ､ 広報の域を出ないものでした｡

それが､ その二年後､ 広報も含めた｢インターネット上の当館のサービス窓口｣との位

置付けがなされ､ 情報発信機能の一層の強化を目指し､ 2000年に改訂されました｡ さ

らに､ 2002年､ 関西館開館に合わせて再度､ 改訂され､ 電子図書館サービスを大幅に

拡張し現在に至っています｡

ところで､ 一般にホームページと言われることが多いのですが､ 元来ホームページ

という言葉はトップページのことを指していました｡ 全体としては ｢ウェブサイト｣

と言います｡ ｢サイト｣ は英語の‘site’｢場所､ 敷地｣であり､ 国立国会図書館ウェ

ブサイト (http://www.ndl.go.jp/) はインターネット上の当館の場所であり､ ホー

ムページは当館のインターネット上の玄関ということになります｡ しかし､ このごろ

は､ ウェブサイト全体の意味で用いられることも多くなっているようですので､ ここ

ではホームページという語で統一しましょう｡

国立国会図書館の所在地は永田町､ 関西､ 上野…と隔たりがありますが､ インター

ネット上では､ http://www.ndl.go.jp/の一箇所にリンクし､ 自由に行き来ができま

す｡ では､ 当館の ｢インターネット上の場所｣ にお入りください｡

お入りになってお分かりのとおり､ 組織としての国立国会図書館の案内や広報､ そ

れにもちろん､ 図書館サービスの案内､ それに電子図書館サービス提供も行っていま

す｡ これまでこの連載で紹介してきました電子図書館サービスもすべてこのホームペー

ジからご覧いただくことができます｡ 例えば､ 第２回 (本誌524号) 掲載の近代デジ

タルライブラリーでしたら､ トップページの ｢電子図書館の蔵書｣ からご案内します｡

また､ 第８回 (本誌530号) 掲載の総合目録でしたら､ ｢資料の検索｣ からご案内する

電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

第10回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (本号)

レファレンス協同データベース実験事業 (次号)

電子情報の保存と利用保証

電子図書館サービスの目標
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第138回常設展示 明治の越境者たち
－近代デジタルライブラリー収録資料に見る日本人の海外体験

平成17年７月21日～９月20日

｢余は平生旅行を好むの癖あり､ 何事も目新しき境遇に出逢ひては､ 陳腐なる脳底

の想像も何時となく革新せられて､ 勇壮の気分を養ひ成すものなり｣

外務省御用掛であった吉田正春は､ 官命を帯びて赴いたペルシャへの旅行記 (『波

斯之旅 回疆探検』＜当館請求記号 YDM26808＞) を､ このように書き出しています｡

いつの時代も海外への旅は､ その道中がいかに困難に満ちたものでも､ 刺激的で好

奇心をそそるものです｡

明治時代､ 鎖国体制から解き放たれた日本人は､ 積

極的に異国へと海を越えて行きました｡ まだ限られた

人しか海外へは渡れなかったとはいえ､ 江戸時代と比

べて格段に渡航人数は増え､ 渡航先も広がりました｡

旅の目的や旅程は､ 旅人の立場や思い､ あるいはそ

の時々の国際情勢などに応じて様々です｡ 政治家や実

業家の視察旅行であったり､ 庶民の団体旅行であった

り､ 軍人の情報収集の旅であったり､ 若者の冒険旅行

であったり､ 海外での成功を夢見た移民の旅であったり｡

今回の常設展示では､ 明治期の文献から､ 日本人の

海外体験について書かれた記録をご紹介します｡ また､

今回は､ 展示資料を､ 当館提供の ｢近代デジタルライ

ブラリー｣(*1)から選ぶことで､ 展示ケース上だけで

なく､ インターネット (｢常設展示｣ ページ(*2)) に

よっていつでもどこからでも､ 展示資料全ページの画

像をご覧いただくことができるようにしました｡

明治の越境者たちが残した､ または彼らの旅について書かれた記録は様々ですが､

冒頭に掲げた吉田の言葉は､ それら多くの記録に共通するものではないでしょうか｡

限られた情報しかなかった時代に､ 船で､ 馬で､ 自転車で､ 数々の驚きに出会いなが

ら旅した彼らの言葉は､ インターネットと飛行機による旅の時代に生きる私たちに､

あらためて旅の面白さを思い起こさせてくれるかもしれません｡

(*1) 近代デジタルライブラリー URL http://kindai.ndl.go.jp/

明治期に刊行された日本の図書のうち､ 著作権保護期間満了の確認ができたものや､ 文化

庁裁定により提供が可能になったもの約55,000冊を､ インターネット上で公開している

(*2) ｢常設展示｣ ページ URL http://www.ndl.go.jp/jp/gallery/permanent/index.html

(奥
おく

田
だ

倫
とも

子
こ

・福
ふく

林
ばやし

靖
やす

博
ひろ

)
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本を魅せる 常設展示案内�

『中村春吉自転車世界無銭旅行』

＜当館請求記号 YDM94276＞
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Essai sur l'origine de la gravure en bois et en taille-douce,
et sur la connoissance des estampes des XVe et XVIe si`ecles
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